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事例14. 大阪府吹田市(1) 「熱中症対策ハンドブック」の制作

3．熱中症予防行動の効果的な情報発信

様々な状況の高齢者の生活実態に
応じた対策を、それぞれの関係者と
連携して実施することが効果的

「高齢者」とひとくくりにしない

※令和5年度モデル事業で作成、令和6年度モデル事業成果報告会発表資料より
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事例14. 大阪府吹田市(2) 「熱中症対策ハンドブック」の制作

3．熱中症予防行動の効果的な情報発信

※令和6年度モデル事業成果報告会発表資料より

熱中症予防行動リーフレットを活用した啓発

▲自治会で回覧するほか、掲示板でも掲示

全体対象

熱中症予防行動リーフレット
市報6月号背表紙に記載

全体 / 元気な高齢者対象

A5版A4版協力団体･機関

150吹田市社会福祉協議会

100吹田市立高齢者生きがい活動センター

250吹田市生きがい教室

3010吹田市シルバー人材センター

50西山田ふらっとサロン

1002南正雀まるっと。

40百歳体操コスモス

1,000大阪府済生会千里病院

100100吹田市健康づくり推進事業団

1,000ウエルシア薬局(ドラッグストア･調剤薬局)

○ケアマネジャー・ヘルパー、在宅訪問を行う医療
関係者(看護師、管理栄養士、理学療法士等）に
「熱中症予防行動リーフレット」(A5版)を約2,500
部配布。リーフレットと併せてマグネットも配布し、
高齢者宅の冷蔵庫等に貼り付けていただいた。
○同上の方々に温湿度計を約100個提供し、訪問の
際に高齢者宅の室温を視覚的に示しながらエアコンの
使用を呼びかけていただいた。
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事例14. 大阪府吹田市(3) 「熱中症対策ハンドブック」の制作

3．熱中症予防行動の効果的な情報発信

「高齢者」とひとくくりにしない

※令和6年度モデル事業成果報告会発表資料より

介護を必要とする高齢者対象

■工夫した点
高齢者の生活実態(令和5年度モデル事業成果)を踏まえた、自宅で暮らす高齢者をサポートする方々向けの「熱中症対策ハンドブック」(A5版

12ページ)を作成した。
7月に試行的にケアマネジャー、ヘルパー等に配布し、居宅介護サービスを受ける高齢者に適切な熱中症対策を行う際の参考にしていただいた。
ハンドブックを活用した際の改善点について意見を収集した他、ケアマネジャー、ヘルパーに対して、意見交換を別途行い、ハンドブックの

ブラッシュアップに取り組んだ。

表紙

中面

吹田市 熱中症対策ホームページ https://www.city.suita.osaka.jp/sangyo/1018079/1022170/1017669.html
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